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            ②市民参画制度について 
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              太 田 宏 徳 

              清 水   学 
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              屋 成 菜 月（議会事務局） 

 

４ 視察概要      別紙１のとおり 
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（別紙１） 

視   察   概   要 

【視察日程】令和８年６月３０日 【視察先】滋賀県彦根市 

【視察項目】大学との連携について 

【視察目的】 

大学との連携について先進事例を学び、今後の議会活動の参考とする。 

【取組の概要】 

１ 協定締結の経過について 

平成２９年に滋賀大学経済学部と、「地方自

治および地域社会の活性化と地域における人材

育成に寄与すること」を目的に「連携および協

力に関する協定」を締結。さらに令和３年に滋

賀大学にデータサイエンス学部が設置されるこ

とから、枠組みを発展的に拡大し新たな連携協

定を締結している。 

２ 主な取組内容について 

市議会だよりを大学生の意見を受け改善を行ったことや、議会事務局職員や広報委員

会による講義、委員会とのグループワーク、議会報告会への大学生の参加、大学の講義

「哲学対話」と連携した新たな形の議会報告会を実施し、議員と大学生による意見交換

を行うなどである。また、市議会議員インターンシップとして学生を受入れている。 

３ 協定による効果と課題 

効果として、学生の参画により普段の議員活動では出会えない新たな視点を発見した

こと、学生の地方自治・地方議会への興味が深まるなど地域創生を担う人材育成が期待

できることとしている。 

課題としては、学生の力を借りる、意見交換をするという取組にとどまっているこ

と、大学の専門性を議会活動にいかせるような取組が必要であることとしている。 

【所感、課題等】  

委員１ 

彦根市議会は「議会が変わる、議会を変える」を掲げ、条例策定時の市民３，０００人

アンケートを契機に改革を推進している。滋賀大学との連携で広報や議会報告会を刷新

し、若者の視点を取り入れた対話重視の姿勢へ転換した。インターンシップによる政治参

画や、学生の知見をいかした政策提言の強化も目指している。今後は市内の全大学と協力

体制を築き、市民の声が届く開かれた議会づくりを更に加速させていく。 

 

委員２ 

地方自治の推進や地域社会の活性化、人材育成を目的に滋賀大学と連携協定を締結し、

「哲学対話」を取り入れた議会報告会や議員インターンシップを実施。さらに、全学へと

連携を拡大し、各学部が有する専門的な知見やスキルを政策提言や地域課題の解決にいか

す取組を進めている。市内に多くの大学や学術機関を有する本市においても、大学との連

携を深め、知見を活用しながら政策形成力の向上を図る上で参考となる事例である。 



委員３ 

滋賀大学生との連携活動は、市議会との意見交換などから、議員や議会事務局が大学に

出向いて講義する、大学の授業に参加する、学生が議会にインターンシップに来るなど、

非常に広範に渡っていることがわかった。特に議会報告会を学生が進行する、議員インタ

ーンシップを議会として行うこと、大学での「哲学対話」を取り入れた議会報告会の試み

などが興味深い。大学側にキーパーソンを見つけることが重要である。 

 

委員４ 

大学との連携により、大学生が進行するカタリバや大学講義と連携した哲学対話など、

従来の枠に捉われない議会報告会の在り方を模索し、公民館や地域イベントに出張し、団

体や市民の意見を傾聴していることは、本市の議会報告会も見習うべき視点である。ま

た、議員インターンシップや子ども議会などで市議会や政治への関心を高めて、職員応募

につながった事例などは参考になるが、市教育委員会との連携が必要である。 

 

委員５ 

３委員会(広報、広聴、議場開放促進)に８名ずつ所属し、４年間務めるという仕組みは

集中的・継続的に改革が進められるメリットがあり、一考の価値がある。地域のイベント

でシールアンケートをとるなど自ら出掛ける姿勢も重要だ。子ども議会を経験した児童の

中には、成人して他自治体で議員を目指す方、市職員になる方がいるなど感銘を受けた。

子ども議会開催に不可欠な行政の協力が得られるよう、議会も変わる必要性を痛感した。 

 

委員６ 

大学との連携では、キーマンとなる教授等の存在が重要とのことであった。地域貢献や

企業等との連携に積極的な人がキーマンになり、学生のインターンシップやワークショッ

プなどを進めることができている。議会と市民との意見交換の場で、学生がファシリテー

ターを務めるというアイデアは、小金井市議会でも是非取り入れたい。また、若い人の感

覚をいかし、議会だよりの紙面変更が実現した、という点も参考にしたい。 

 

委員７ 

滋賀大学経済学部と「連携および協力に関する協定」を締結し、大学の教育・研究活動

及び市議会活動の充実・発展の取組を推進している。議会だよりに学生の意見を反映し改

善すること、事務局職員や広報委員会の講義、各委員会がグループワークを実施し、大学

の講義「哲学対話」と連携した議会報告会、議員インターシップの受入れなど多彩な取組

を実施している。こうした内容を参考に、連携協定に基づく取組を具体化していきたい。 

 

委員８ 

滋賀大学との協定締結に基づき、カタリバや大学講義と連携した意見交換、議会だより

への学生の参画等、議会を身近に感じてもらう工夫は参考になった。子ども議会や議員イ

ンターンシップを通じ、学生が議員活動や政治に関心を持ち、将来の立候補を志す声につ

ながっていることは、地域を担う人材育成の観点からも印象的であり、大学の専門性を議

会活動にいかし、お互いが学び高め合う視点を小金井市でもいかしていきたいと感じた。 

  



 

視   察   概   要 

【視察日程】令和８年７月１日 【視察先】兵庫県西脇市 

【視察項目】①議会機能向上のための取組について 

【視察目的】 

議会機能向上のための取組について、先進事例を学び、今後の議会の参考とする。 

【取組の概要】 

１ 議会基本条例の検証について 

議会基本条例に基づき、年１回、条例の

目的が達成されているかを検証している。

全議員で課題を抽出・改善策を検討するこ

とで、議会運営の継続的な改善につなげて

いる。 

２ 反省会・議員間討議について 

定例会終了後に反省会を行い、議事運営や質疑・質問、委員会審査等を振り返ってい

る。また、議員間討議を通じて論点を明確にし、議論を深めることで、審査の質の向上

や意見集約につなげている。 

３ 政策提言につなげる取組について 

予算・決算審査、一般質問、事務事業評価、監査報告、住民との意見交換等を通じて

課題を把握し、委員会での調査・議論を経て政策提言につなげ、議会機能の充実を図っ

ている。 

【所感、課題等】 

委員１ 

 西脇市議会は委員会中心主義を徹底し、能動的な所管事務調査と議員間討議を軸に政策

提言を行っている。閉会中も委員のみで熟議し、アウトプットを意識して条例制定や改正

へ繋げる仕組みを構築。「政策提言フロー」を確立し、特別多数決で市長へ提言する運用

も特徴である。また、質問や議論を定例会ごとに振り返る「反省会」で議員の質向上を図

る姿勢は、質問中心になりがちな議会にとって極めて示唆に富む取組である。 

 

委員２ 

定例会後に議会運営委員会で反省会を開催し、議長の議事運営や議員の質疑、市長答

弁、委員会審査などを振り返り、課題を共有し改善につなげている。また、改善が進まな

い事項は議会基本条例の検証項目として取り上げ、議会改革へ反映させる仕組みを設けて

いる。一般質問を委員会調査や政策提言へ発展させる流れを構築し、質問で終わらせるこ

となく、政策形成機能の強化を図っている点は、本市にも参考となる事例である。 

 

委員３ 

予算決算の際に、委員間で論点整理を実施し、委員間討議し、賛否が分かれる場合は２

／３の賛成で市長への申し入れや決議を送付するということだが、小金井市議会では、過

半数で決議を可決して送付し、議会の意思を市長に送付することはこれまでかなり頻繁に



行っている。議選監査委員による報告会や、議会モニター制度等、小金井市議会が未実施

の制度、また議会基本条例の検証ついて、もう少し深掘りしてお聞きしたいところだ。 

 

委員４ 

単なる意見の出し合いから「成果物」を生む議論に変えるために、市民意見や一般質

問、事務事業評価などの起点から課題を仕分・還流させ、調査の出口を提言書や条例提案

に結びつけている。そのために、議会基本条例の検証はもちろん毎定例会後に反省会を行

い、課題を共有している。視点移動を大事にした委員間討議により合意形成を図り、議会

として調査し政策提言へとつなげていることは大いに参考とすべきと考える。 

 

委員５ 

自治法第１０９条の２を意識している議会は多くないという認識のため、説明で触れら

れたことに感銘を受けた。閉会中の継続審査議決で、必要に応じて調査の柱を立てている

点は参考になる。議員間討議から政策提言を行うにあたり、全会一致から特別多数議決に

したそうだ。目的のない議員間討議はトークショーという言葉は刺激的だが、ショーは魅

せるためにやっているのでショーにさえならない。建設的に議論できる議会でありたい。 

 

委員６ 

議会は議決機関であり、その前提となる熟議が重要である。議会の構成員は議員、市長

以下の執行部は説明員である。執行部に対して質疑した後、議員のみで討議して論点を明

確にし、合意形成を経てアウトプットすることを意識されていることが大変参考になっ

た。事務調査権は議員個人にはなく、議会の議決によって委員会に調査権が付与されるこ

となど、議員研修会で地方自治法をしっかり学ばれていることも学ぶべき点である。 

 

委員７ 

議会改革のエンジンとして、議会基本条例の検証及び毎定例会ごとの反省会をあげ、絶

えず検証し、改善する努力が行われていると感じた。また、質問して終わりではなく調

査・政策提言の視点で一般質問から政策提言に結び付けている。本市議会も委員会での調

査を踏まえた要望事項の提出や決議等により政策提言につなげる取組を行うが、議会権能

をより発揮する点で学びがあった。合意形成のための議員間討議は今後研究していきた

い。 

 

委員８ 

議会基本条例を毎年検証するとともに、定例会ごとに反省会を実施し、課題を継続的に

改善していく仕組みは、議会改革を一過性で終わらせないための重要な取組であると感じ

た。また、各種委員会や一般質問などで把握した課題を委員会で調査し、議員間討議を通

じて合意形成を図り、政策提言へつなげる流れが確立されており、議会を単なる行政の監

視機関ではなく、政策形成機能を担う議会として位置付けている点は大変参考になった。 



視   察   概   要 

【視察日程】令和８年７月１日 【視察先】兵庫県西脇市 

【視察項目】②市民参画制度について 

【視察目的】 

市民参画制度について、先進事例を学び、今後の議会の参考とする。 

【取組の概要】 

１ 「議会と語ろう会」について 

自治会や各種団体を対象に年間を通じて開催

し、議会報告に加えてワークショップ形式で市

民との意見交換を行っている。幅広い市民から

直接意見を聴く機会を設け、地域の課題や市民

の声を把握している。 

２ 市民の声を政策につなげる取組について 

「議会と語ろう会」等で寄せられた意見や要望を「政策のタネ」として捉え、その背

景にある課題を抽出・整理している。提起された課題を精査し、常任委員会で調査・議

論を行うことで、市民の声を政策提言につなげている。 

３ 課題懇談会・高校生議会について 

市内で活動する団体等との課題懇談会や、市内３高校を対象とした高校生議会を実施

している。多様な立場・世代との対話を通じて、市政や地域の課題を共有するととも

に、若い世代の議会・政治への関心を高める機会としている。  

【所感、課題等】 

委員１ 

 西脇市議会は年間約３０回の「語ろう会」で市民の声を組織的な政策プロセスへ乗せる

仕組みを確立している。少数の声を班長会議で吸い上げ、委員会調査を経て提言する一連

の流れは非常に示唆的である。こうした委員会中心主義と政策提言の確立こそ、私たち小

金井市議会が取り組むべき本質的な改革である。個人の活動に留まっていた声を議会全体

の提言へと発展させ、市民の想いを市政に反映させることの必要性を強く感じた。 

 

委員２ 

自治会、消防団、ＰＴＡ、女性会や高校など幅広い団体を対象に、年間約３０回の議会

報告会を開催している。要望や苦情についても、その背景にある地域課題を丁寧に分析

し、課題懇談会で協議した上で政策提言につなげる仕組みを構築している。市民の声を単

なる意見聴取に終わらせず、議会として課題を共有し、継続的な調査・検討を経て政策形

成へ反映させる仕組みは、本市においても市民参加の充実を図る上で参考となる事例であ

る。 

 

委員３ 

「議員と語ろう会」の目的や回数及び方法について、また、市民団体との意見交換など



  

は大変参考になったが、基本的に広報・広聴協議会の所掌と整理したことについての質疑

が多かったことが気になった。広報・広聴に関する議会活動について、先進事例を研究す

ることは重要であり、議会活性化につながる。議会運営委員会と広報・広聴協議会は、行

政視察の順番を一年ごとに交代してはどうかと考える。 

 

委員４ 

「見える」から「伝わる・カタチにする」議会へ変わるために、広報広聴特別委員会に

編成権をおき、年間約３０回もの議会と語ろう会、テーマ別に団体と協議する課題懇談会

や高校生議会など様々なチャンネルを設け、市民の声を政策の種として捉えて常任委員会

の所管事務として調査し、市長提言へとつなげる政策フローをしっかり作ることが重要で

ある。目的なき議員間討議は単なるトークショーであるという言葉に感銘を受けた。 

 

委員５ 

議員と語ろう会やテーマ別の課題懇談会など数多く開催しており、議会として市民参加

の機会を多く設けている。“ご意見から課題を抽出する”議員の聴く力を高めるためには

経験を積むのが一番だ。教室型にすると批判的な意見が出やすいためワークショップ形式

をとっているそうだ。議会と語ろう会から政策提言へつなげる仕組みもある。小金井市議

会は、個や会派としての活動が強く、委員会や議会としての活動が弱いので改善したい。 

 

委員６ 

 議会報モニターの声をいかし、わかりやすい表現に変えるなど、形になっていることは

参画する市民にも達成感がある。ゆくゆくは議会モニターに移行することを視野に、アン

ケート項目を追加していくなど、長期的な視点で向上を考えている点が素晴らしい。市民

と語ろう会や高校生議会の結果を政策に結び付ける仕組みや、ファシリテーション能力向

上のため、研修を４年に１度は必ず行っている点など、本市議会は見習うべきである。 

 

委員７ 

「議会と語ろう会」を班分けし、自治会、各種団体と実施している。「会」で出た声を

仕分・精査し、常任委員会で所管事務として調査し、政策提言に結び付ける努力を行って

いる。市民の声を政策のタネとして受け止め提言につなげる努力は学ぶ点がある。また課

題懇談会を行う等市民の声を様々な視点から聴取する点は参考にしたい。議会だよりモニ

ター制度等を含め、広聴・広報協議会で今後の検討・研究課題として取組まれると思う。 

 

委員８ 

議会と語ろう会や課題懇談会、高校生議会、議会だよりモニター等、多様な市民参加の

機会を設け、幅広い世代や団体との対話を継続している点が印象的であった。様々なチャ

ンネルを通じて市民の声を「政策のタネ」として捉え、委員会で調査・検討し政策提言へ

とつなげる一連の流れが構築されている点は大変参考になった。西脇市の市民に開かれた

議会を目指す姿勢から、本市議会の今後を考える上で多くの示唆を得ることができた。 



（別紙２） 

収  支  報  告 

 

 

１ 予 算  ５３５，３３０円 

 

 〈内  訳〉委員旅費 ＠４８，５３０円 × ９人 ＝ ４３６，７７０円 

１人当たり旅費  交通費     ３４，１３０円 

宿泊費      ８，８００円 

日 当      ５，６００円 

 

職員旅費 ＠４６，５３０円 ×２人  ＝  ９３，０６０円 

１人当たり旅費  交通費     ３４，１３０円 

宿泊費      ８，８００円 

日 当      ３，６００円 

 

       視察負担金   ＠５００円 ×１１人 ＝   ５，５００円 

 

２ 執 行 額  ５３４，３４０円 

 

 〈内  訳〉  交通費               ３７４，４４０円 

宿泊費                ９６，８００円 

         日 当                ５７，６００円 

         視察負担金               ５，５００円 

 

３ 差 引 残      ９９０円 

※公用車での送迎により、一駅分電車を使用しなかったため 


